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障害者支援費制度
行財政改革

狂犬病予防接種
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みんなが
安心して
暮らす
まちづくりへ

平成18年4月から
障害者自立支援法が
はじまります。

 

障
害
者
自
立
支
援
法

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
は
、
現

在
、
障
が
い
の
種
類
に
よ
っ
て
利

用
で
き
る
内
容
等
が
決
め
ら
れ
て

い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
、
身
近
な

地
域
で
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
利
用
で
き

る
、
新
し
い
障
害
保
健
福
祉
制
度

を
か
た
ち
づ
く
る
も
の
で
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

 

新
し
い
４
つ
の
サ
ー
ビ
ス

　

こ
れ
ま
で
複
雑
に
組
み
合
わ
さ

っ
て
い
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
次

の
４
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
ま
と
め
ら

れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
、
さ
ら
に
大
別
し
て

介
護
給
付
と
訓
練
等
給
付
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

◇
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

・
介
護
給
付

　

・
訓
練
等
給
付

◇
自
立
支
援
医
療

◇
補
装
具
費
の
支
給

◇
地
域
生
活
支
援
事
業

 
利
用
の
し
か
た

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
ま
ず
、
市
町
村
に
支
給

申
請
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
審
査
を

受
け
、
障
害
程
度
区
分
の
認
定
を

受
け
た
人
は
、
事
業
者
と
契
約
し

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

１
、
支
給
の
申
請

２
、
審
査
・
認
定

３
、
事
業
者
と
契
約
・
利
用

４
、
利
用
者
負
担
支
払
い

５
、
代
理
受
領
請
求

６
、
支
払
い

身体障がい者

知的障がい者

精神障がい者

障がい児
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障害福祉サービス

介護給付
　障がい程度が一定以上の人に生活

上または療養上の必要な介護を行い

ます。

○療養介護
○居宅介護（ホームヘルプ）
○重度訪問介護
○行動援護
○生活介護
○児童デイサービス
○短期入所（ショートステイ）
○重度障害者等包括支援
○共同生活介護（ケアホーム）
○施設入所支援

訓練等給付
　身体的または社会的なリハビリテ

ーションや就労につながる支援を行

います。

○自立訓練
○就労移行支援
○就労継続支援
○共同生活援助（グループホーム）

障
が
い
者
・
障
が
い
児

自立支援医療
　障がいの種類や年齢により

決められていた医療費のしく

みが一本化されます。

補装具費の支給
　補装具の購入や修理にかか

る費用の原則1割を自己負担、

9割を市区町村等が負担しま

す。

※所得に応じた自己負担の上

限額を設定します。

地域生活支援事業
　市区町村が障がい者を総合

的に支援する体制をつくり、

さまざまな事業を行います。

○相談支援事業

○コミュニケーション支援

　（手話通訳等）

○日常生活用具の給付

○移動支援事業

　など

利用者

q支給の申請

w決定（認定）

r利用者負担
　（費用の1割）

eサービスの契約
　・利用・提供

指　定

都道府県知事

市町村

t代理受領請求

y支払い
　（費用の9割）

事業者

 
利
用
者
の
負
担

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

の
１
割
を
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
等
に
応
じ
て
、
上
限
額
が
決

め
ら
れ
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残
り
の
９
割
は
国
や
県
、
市
が

負
担
し
ま
す
。

 

自
立
支
援
医
療

　

こ
れ
ま
で
障
が
い
の
種
別
ご
と

に
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
公
費
負
担
医

療
制
度
（
更
生
医
療
、
精
神
通
院

医
療
、
育
成
医
療
）
の
手
続
き
や

利
用
者
負
担
の
し
く
み
を
統
一
し

た
自
立
支
援
医
療
が
平
成
18
年
４

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
利
用
者
は
、

医
療
費
の
１
割
と
食
事
療
養
費
を

支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
等

に
応
じ
て
、
上
限
額
が
決
め
ら
れ
、

負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
利
用
に
は
、
事
前
の
申
請
が
必

要
で
す
。

 

制
度
改
正
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
18
年
４
月
〜

・
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
、
自

新しい自立支援のサービス

　

立
支
援
医
療
費
の
支
給
が
始
ま

　

り
ま
す
。

・
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
が
か
わ

　

り
ま
す
。

　

平
成
18
年
10
月
〜

・
障
害
程
度
区
分
が
新
し
く
な
り

　

ま
す
。

※
新
し
い
障
害
程
度
区
分
を
決
定

　

す
る
た
め
に
、
平
成
18
年
４
月

　

か
ら
利
用
者
の
認
定
調
査
を
行

　

い
ま
す
。

●
制
度
の
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
４
・
１
５
５
）

福祉サービス利用の流れ
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第
８
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

が
、
３
月
21
日
ま
で
、
城
下
町
界

隈
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
は
享
保
時
代
か
ら
伝
わ
る

お
雛
様
や
、
竹
灯
籠
に
飾
ら
れ
た

竹
雛
や
立
ち
雛
等
の
竹
田
独
特
の

お
雛
様
が
飾
ら
れ
た
街
を
、
竹
田

市
観
光
協
会
等
に
あ
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
片
手
に
散
策
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？　

夜
に
な
れ
ば
「
竹
灯
り
」

の
灯
が
点
り
、
あ
た
た
か
な
雰
囲

気
が
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

↑竹田創生館でお雛様を楽しむ園児たち

↑竹田のお雛様が集合！

お
ひ
な
さ
ま
、

　

い
っ
ぱ
い

　

第
８
回

　
　

岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

　

新
竹
田
市
誕
生
記
念「
２
０
０
６

新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ
」
が
、

竹
田
市
文
化
連
盟
歌
謡
部
の
主

催
で
、
２
月
５
日
に
竹
田
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地

区
の
分
館
か
ら
推
薦
さ
れ
た
12
人

と
、
一
般
応
募
で
参
加
し
た
39
人

の
の
ど
自
慢
が
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意

の
曲
を
舞
台
の
上
で
気
持
ち
よ
く

歌
っ
て
い
ま
し
た
。

熱唱!! カラオケフェスタ

　

大
分
県
内
を
一
周
す
る
第
48
回
県
内
一
周

大
分
合
同
駅
伝
競
争
大
会
が
、
２
月
20
日
か

ら
24
日
の
５
日
間
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、Ａ
部
昇
格
を
狙
う
竹
田
市
他
、

16
郡
市
の
チ
ー
ム
が
参
加
。
市
町
村
合
併
を

経
て
チ
ー
ム
数
は
大
き
く
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
よ
り
競
争
の
激
し
く
な
っ
た
中
代
表
の

座
を
射
止
め
た
選
手
た
ち
が
、
寒
風
の
中
、

全
38
区
間
、
４
０
０ 

㌔
の
コ
ー
ス
を
駆
け

抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
豊
後

大
野
市
か
ら
竹
田
、
直
入
地
域
を
駆
け
上

が
る
コ
ー
ス
を
力
走
す
る
地
元
竹
田
市
の

選
手
を
は
じ
め
、
息
を
弾
ま
せ
坂
を
上
っ
て

い
く
選
手
た
ち
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
惜
し

み
な
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

22
日
終
了
時
点
で
、
竹
田
市
は
累
計
順
位

７
位
、
Ｂ
部
２
位
の
位
置
に
付
け
、
総
合
６

位
、
Ｂ
部
１
位
の
豊
後
大
野
市
と
Ｂ
部
優
勝

を
賭
け
競
っ
て
い
ま
す
。

力走！豊後路を巡る
第48回県内一周大分合同駅伝競争大会

→
21
日
、
竹
田
市
役
所
前
で
ゴ
ー
ル
を
切
る
吉
川
誠
選
手

↑大勢の市民が選手に声援を送りました。

↑22日のスタートで駆け出す野仲勝彦選手（左から2人目）

↑一生懸命旗を振って応援しよう!!
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まちの話題

家庭料理を持ち寄って

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
昔

な
が
ら
の
家
庭
料
理
や
創
作

料
理
を
集
め
て
語
り
合
う

「
竹
田
の
家
庭
料
理
大
集
合
」が
、

久
住
中
央
公
民
館
で
２
月
４

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
干

し
柿
で
甘
み
を
付
け
た
ぜ
ん

ざ
い
や
、焼
き
竹
の
子
の
姿

寿
司
等
を
参
加
者
は
お
い
し

く
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

大切な人権を学ぼう
　

２
月
５
日
、
豊
後
大
野
市
解

放
会
館
で
第
17
回
豊
肥
地
区
解

放
文
化
祭
が
催
さ
れ
、
竹
田
市
、

豊
後
大
野
市
の
小
中
学
生
等
が
、

自
分
た
ち
で
調
べ
た
差
別
や
ハ

ン
セ
ン
病
、
水
平
社
宣
言
等
に

つ
い
て
、
劇
や
合
唱
等
で
表
現

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
６
日

に
は
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
で
一

人
芝
居
の
福
永
宅
司
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
竹
田
市
荻
地
域
人

権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

→
演
技
に
熱
の
入
る
福
永
さ
ん

ようこそ先輩！

　

竹
田
高
校
が
昭
和
40
年
卒
業
生

の
前
防
衛
庁
海
上
幕
僚
長
古
庄
幸

一
さ
ん
（
昭
和
40
年
卒
）
を
招
き
、

生
徒
た
ち
に
学
ん
で
も
ら
う
た
め

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
古
庄

さ
ん
は
学
生
時
代
の
思
い
出
や
自

衛
隊
で
の
出
来
事
、
海
外
か
ら
見

た
日
本
、
若
者
だ
け
が
で
き
る
こ

と
等
を
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

赤十字表彰、中島孝男さん

　

旧
直
入
町
町
議
会
議
長
を
務
め

ら
れ
た
中
島
孝
男
さ
ん
（
78
・
梶

屋
）
が
、
長
年
赤
十
字
活
動
に

寄
付
を
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、
金
色
有
効
章
を
受
賞
し
ま
し

た
。
中
島
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な

栄
誉
を
い
た
だ
き
、
今
後
も
さ
ら

に
勉
強
を
重
ね
活
動
し
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

竹
田
市
・
阿
蘇
市

　

観
光
タ
ッ
グ
！

　

竹
田
市
と
熊
本
県
阿
蘇
市
が
、２

月
６
、７
、９
日
に
博
多
駅
、
熊
本

駅
、
大
分
駅
等
で
共
同
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
み
は
、
竹
田
市
の
城
下

町
や
久
住
高
原
、
長
湯
温
泉
等
と
、

阿
蘇
市
の
阿
蘇
山
や
温
泉
等
の
両

市
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し

な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
と
国
道
57

号
線
を
軸
に
し
た
広
域
観
光
圏
づ

く
り
の
第
一
歩
と
し
て
取
り
組
ん
だ

も
の
で
、
単
独
で
は
難
し
い
集
客

に
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
両
市
は
新
た
な
観
光
ル
ー

ト
や
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
造
、

イ
ベ
ン
ト
の
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

↑両市の協力を宣言するマスコット

力を込めて綱を引く

　

直
入
Ｂ
＆
Ｇ
室
内
綱
引
き
大
会

が
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
で
１
月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
13
回
目
の
開
催
を
数
え
る

今
年
は
地
区
分
団
対
抗
で
男
女
合

わ
せ
て
14
チ
ー
ム
が
参
加
、
そ
れ

ぞ
れ
７
分
団
Ａ
（
男
性
）、
１
分

団
Ａ
（
女
性
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

南部幼稚園、新しくなった!
　

２
月
２
日
、
新
し
い
竹
田
市
南

部
幼
稚
園
園
舎
と
竹
田
っ
子
す
こ

や
か
広
場
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
に
は
牧
市
長
を
は
じ
め
、
工

事
関
係
業
者
代
表
、
南
部
幼
稚
園

児
等
が
出
席
し
、
新
し
い
学
舎
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

※
竹
田
っ
子
す
こ
や
か
広
場
…
放

　

課
後
、
小
学
生
が
安
心
し
て
遊

　

べ
る
よ
う
設
置
さ
れ
た
施
設
で

　

す
。
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竹
田
市
の
行
財
政
改
革

　

竹
田
市
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
行

財
政
改
革
実
施
期
間
と
定
め
、
集
中
的
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
、

以
下
の
よ
う
に
組
織
が
変
わ
る
予
定
で
す
。

 

税
務
課
の
本
庁
統
合

　

本
庁
に
集
約
す
る
こ
と
が
効

率
的
な
部
門
を
本
庁
へ
統
合
し
ま

す
。
総
合
支
所
税
務
課
を
本
庁
に

集
約
し
、
税
に
関
す
る
一
層
の
公

平
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
期
に
対
応
す

る
行
政
体
の
体
制
整
備
を
図
り
ま

す
。

　

税
務
の
窓
口
事
務
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
総

合
支
所
市
民
生
活
課
で
お
取
り
扱

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
今
月

の
別
冊
「
た
け
た
ん
情
報
」
２
頁

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

 

市
民
生
活
課
と
保
健
福
祉
課

 

の
統
合

　

総
合
支
所
市
民
生
活
課
と
保
健

福
祉
課
を
統
合
し
市
民
生
活
課
と

し
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の
課
で
担
当

し
て
い
た
事
務
を
、
新
し
い
市
民

生
活
課
で
お
取
り
扱
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
二
つ

の
課
で
ご
相
談
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
一
つ
の
課
で
応
対
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

 
荻
分
駐
所
の
廃
止

　

竹
田
市
消
防
本
部
は
、
荻
総
合

支
所
内
に
荻
分
駐
所
（
１
名
）
を

配
置
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
平
日
の
夜
間
と
休
日
、

祝
日
の
庁
舎
管
理
、
及
び
市
民
課

窓
口
業
務
の
一
部
を
荻
分
駐
所
職

員
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
消

防
組
織
再
編
の
一
環
と
し
て
荻

分
駐
所
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
庁
舎
管
理
等

に
つ
い
て
は
、
本
庁
、
久
住
・
直

入
総
合
支
所
同
様
に
、
管
理
人
を

別
に
置
く
こ
と
と
し
ま
す
。

 

久
住
、直
入
畜
産
セ
ン
タ
ー

 

の
統
合

　

久
住
、
直
入
両
畜
産
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
、
新
た
に
竹
田
市
畜
産

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
大
分
み
ど
り
農
協
畜

産
部
が
久
住
畜
産
セ
ン
タ
ー
施
設

内
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

行
政
組
織
の
再
編
を
併
せ
て
行
う

も
の
で
す
。
両
セ
ン
タ
ー
の
統
合

に
よ
り
、畜
産
農
家
の
指
導
・
支
援

体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
効

率
的
な
畜
産
振
興
と
、併
せ
て
、経

費
の
節
減
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

竹
田
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所

に
は
、
旧
久
住
畜
産
セ
ン
タ
ー
事

務
所
を
充
て
る
こ
と
と
し
ま
す
。

 

高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
係

 

を
統
合

　

本
庁
福
祉
事
務
所
の
高
齢
者

福
祉
係
と
障
害
者
福
祉
係
を
統
合

し
、
福
祉
係
と
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉

の
業
務
に
加
え
、
障
害
者
の
た
め

の
自
立
支
援
法
が
新
た
に
制
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
業
務
、
及
び
精

神
障
害
者
の
自
立
支
援
等
を
福
祉

係
で
担
当
し
、
高
齢
者
、
障
害
者

の
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
機
構
改
革
に
よ
り
児
童

福
祉
係
を
子
育
て
支
援
係
と
改
称

し
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
児
童
福
祉

に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

 

国
体
推
進
室
の
設
置

　

国
体
準
備
室
を
国
体
推
進
室
に

改
め
、
教
育
委
員
会
部
局
か
ら
市

長
部
局
の
総
務
企
画
部
に
所
管
を

移
し
ま
す
。
竹
田
市
は
、
平
成
20

年
に
二
巡
目
国
体
の
開
催
市
に
な

り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、

山
岳
等
の
競
技
会
場
と
な
り
ま
す

の
で
、
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び

竹
田
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の

原
案
を
、
３
月
１
日
か
ら
15
日
の

間
、
公
開
し
ま
す
。

　

閲
覧
会
場
は
、
本
庁
総
務
課
行

政
改
革
推
進
室
又
は
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
で
す
。

　

併
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

総
務
企
画
部

　

総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
４
）

総合支所保健福祉課、市民生活課、税務
課が、4月から変わります。

保
健
福
祉
課

市
民
生
活
課

税　

務　

課

市
民
生
活
課

課の統合

窓
口
業
務

課
は
統
合
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
市

民
生
活
課
、
保
健
福

祉
課
の
業
務
を
継
続

し
ま
す
。

本
庁
税
務
課

4月

課
税
資
料
等

支　　　所
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犬・ねこは正しく飼いましょう 

平成18年度　狂犬病予防接種について
狂犬病予防法により、次のことが義務づけられています。
①生後 91日以上の犬は登録すること
②狂犬病予防注射を毎年 1回接種すること
　（4月の集合注射の機会に注射を受けましょう）
③犬の死亡・転出等があった場合は、環境衛生課へご連絡ください。（各総合支所でも受付可能）

なお、6月以降の個別注射は別途 2,000 円が必要となります。
犬の飼い主の方には後日集合注射ハガキをお送りします。

　　　　　当日は必ずハガキを持って来てください。

種　　　　類 金　　額 備　　　　　　考

犬の登録 3,000 円 生後 91日以上　一生に 1回

狂犬病予防注射 3,000 円 生後 91日以上　毎年 1回

犬の死亡・転出・転入・譲渡 無　　料 環境衛生課へ連絡（各総合支所でも可能）

 

飼
い
主
の
心
が
ま
え

　

犬
・
ね
こ
は
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
が

責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
飼
え
ば
、
終
生

家
族
の
一
員
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
多
く

の
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
、
犬
・
ね
こ
の
本
能
・
習

性
・
生
理
を
よ
く
知
り
、
動
物
の
飼
い

主
と
し
て
の
責
任
の
自
覚
、
適
正
な
飼

育
、
係
留
義
務
、
繁
殖
制
限
に
努
め
、

周
囲
の
環
境
や
近
所
の
人
た
ち
の
こ
と

も
考
え
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

 

こ
れ
だ
け
は
守
り
ま
し
ょ
う

○
犬
や
ね
こ
の
繁
殖
制
限
に
努
め
る

○
放
し
飼
い
は
絶
対
ダ
メ

○
責
任
を
持
っ
て
終
生
飼
い
ま
し
ょ
う

○
糞
の
管
理
を
よ
く
し
て
く
だ
さ
い

写真メモ
　愛犬「サブ」と滝本恵理花ちゃん兄妹（後
山）。サブは、今年3月で1歳。いまヤンチャ
盛りで元気もの。休みの日は、田んぼでボー
ル拾いなどして遊んでいるそうです。
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久住地区

荻 地 区

直入地区

平成18年度　犬の登録及び狂犬病予防接種日程表
月　日 担当獣医 場　　　　　所 時　　　　　間

4 月 10 日㈪ 阿　南

馬場公民館前 9：00　～　   9：30
新藤公民館前 9：40　～　 10：10
藤渡（桃屋商店前） 10：20　～　10：50
荻中央公民館前 11：00　～　11：30
恵良原公民館前 11：40　～　12：00

4 月 11 日㈫ 阿　南

西福寺公民館前 9：20　～　   9：50
柏原公民館前 10：00　～　10：30
高練木公民館前 10：40　～　11：10
荻中央公民館前 11：20　～　11：50

4 月 26 日㈬ 後　藤

稲葉四ツ辻詰め所前 9：20　～　   9：50
旧白丹家畜市場 10：10　～　10：40
宮原バス停前 10：50　～　11：20
境川生活改善センター前 13：10　～　13：30
旧久住家畜市場 13：40　～　14：20
建宮生活改善センター前 14：30　～　15：10

4 月 27 日㈭ 後　藤

四ツ口センター前 9：00　～　   9：20
民宿　城山 9：40　～　 10：10
七里田（旧憩いの家前） 10：20　～　10：50
さくら住宅前（旧都野家畜市場） 11：00　～　11：45
小倉峠（ハモン・デ・クジュウ前） 13：20　～　13：50

4 月 24 日㈪ 中　島

上野公民館前 9：30　～　   9：50
筒井公民館前 10：00　～　10：20
柚柑子東原三差路 10：30　～　11：00
桑畑三差路 11：10　～　11：40
社家公民館前 13：30　～　14：00
神堤消防詰め所前 14：10　～　14：30
天満湯前 14：40　～　15：10

4 月 25 日㈫ 大　塚

小津留公民館前 9：30　～　 10：00
須郷三差路 10：15　～　10：40
藤目（下竹田郵便局前） 10：50　～　11：10
台（佐藤正商店前） 11：20　～　11：50
二又三差路 13：30　～　13：50
釘小野（秋岡豊美氏宅前） 14：00　～　14：30
馬門橋 14：40　～　15：10
沢水中央橋 15：20　～　15：50

集合注射での注意事項
○今回から犬の問診票が必要となります。
　ハガキの裏の犬の問診票を記入して来てください。
○当日会場が込み合いますので、おつりがいらないようにお願いします。
○受付が速やかに終わりますので、ハガキを持参してください。
○ハガキの記載内容に変更や間違いがあった場合は、
　赤ペンで訂正して来てください。
○住所等は詳細（番地等）に記入して来てください。
○予防会場での犬の糞は飼い主が始末してください。
○データ入力のため、必ずハガキを持参してください。
○個別注射の方も、必ずハガキを持参してください。

当日必ずハガキを持って来てください。
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竹田地区

平成18年度　犬の登録及び狂犬病予防接種日程表
月　日 担当獣医 地 域 名 場　　　　　所 時　　　　　間

4 月 12 日㈬ 工　藤

城　原

高伏バス停奥 9：15　～　   9：25
北尾鶴公民館前 9：45　～　   9：55
神川公民館前 10：05　～　10：15
城原分館前 10：25　～　10：45
北部一部詰め所前 10：55　～　11：05

宮　城

古園公民館前 11：15　～　11：30
上畑公民館前 11：45　～　12：00
山田橋たもと 12：15　～　12：25
農協志土知倉庫前 12：40　～　12：50
沢組事務所前駐車場 13：00　～　13：10

4 月 13 日㈭ 池　田

嫗　岳

倉木生活改善センター前 9：10　～　   9：30
山の神生活改善センター前 9：45　～　 10：05
神原健男社 10：15　～　10：30
旧 6部ポンプ格納庫前 10：45　～　10：55

宮　砥

瀬の口公民館前空き地 11：05　～　11：15
宮砥分館前（旧宮砥小） 11：25　～　11：40
農協ピーマン選果場前 11：50　～　12：10
百木停留所前 12：20　～　12：30
次倉阿南商店前 12：50　～　13：05

4 月 14 日㈮ 工　藤

菅　生
菅生農村環境改善センター前 9：10　～　   9：40
七ツ森古墳駐車場 9：50　～　 10：05

松　本

三迫停留所下の駐車場 10：15　～　10：25
渡瀬バス停横 10：40　～　10：50
旧松本ライスセンター跡地 11：05　～　11：30
農協入田支店倉庫前 11：50　～　12：10

入　田
入田政所公民館前 12：25　～　12：40
長小野ごみステーション横 12：50　～　13：00

4 月 17 日㈪ 池　田

松　本 下矢倉公会堂下 9：00　～　   9：15

玉　来

玉来分館前 9：25　～　   9：45
綿内児童公園前 9：55　～　 10：10
玉来東集会所前 10：20　～　10：30
渡部石油岩本給油所前 10：45　～　10：55
久住建設吉田倉庫前 11：05　～　11：30
竹田市文化会館前 11：40　～　12：00

竹　田 鬼ケ城住宅前 12：05　～　12：15

4 月 18 日㈫ 工　藤

明　治

むじこ稲荷前 9：10　～　   9：25
明治地区多目的集会所前 9：40　～　 10：00
長慶公民館前 10：10　～　10：25
東部第 2部消防詰め所前 10：30　～　10：40
竹田中学校体育館横 10：50　～　11：05

岡　本
中村公民館前 11：20　～　11：35
おかりや場（のびる園裏） 11：45　～　12：15
東部第 3部詰め所前 12：25　～　12：40

4 月 19 日㈬ 池　田

豊　岡
上飛田公民館前 9：10　～　   9：30
上鹿口公民館前 9：40　～　   9：55
鹿口公民館前 10：05　～　10：15

竹　田 竹田消防署グラウンド 10：25　～　10：50
岡　本 濁渕公民館前 11：00　～　11：20
豊　岡 竹田市役所税務課前空き地（ATM建物裏） 11：30　～　12：00

4 月 20 日㈭ 工　藤 竹　田

片ヶ瀬集会所前 9：00　～　   9：15
碧雲寺駐車場 9：35　～　   9：50
広瀬神社下 10：00　～　10：30
歴史資料館駐車場 10：40　～　10：55
上角集会所前 11：05　～　11：20
竹田保健所前 11：30　～　11：50
佐藤義美記念館下の駐車場 11：55　～　12：15
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犬に関するQ&A
　犬を飼う時に必要な手続きは？
　●生後 91日以上の犬は登録する必要があります。
　　→環境衛生課または各総合支所で手続きしてくだ
　　　さい。

　狂犬病予防注射を受けるには？
　●毎年４月に各地域をまわり、市内の獣医師の協力
　　のもとで集合注射を行っています。
　→市報の日程表を見ていただき、近くの会場に犬を
　　連れて来てください。

　狂犬病の予防注射は、本当に必要ですか？
　●海外で多くの発生例があり予防注射は必要です。
　＊平成11年には隣の韓国で発生しており、海外との
　　交流が盛んになっている現在、いつ日本に侵入し
　　ても不思議ではありません。
　＊狂犬病は、1度発症すると治療法がなく、ほぼ 100
　　％死亡する恐ろしい病気です。

　犬が死亡、譲渡、転出した場合の手続きは？
　●届出を出す必要があります。
　　→環境衛生課または各総合支所で手続きしてくだ
　　　さい。

　犬猫を引き取ってもらいたい時は？
　（飼えなくなった時、保護した時）

　●保健所で引き取りをしています（事前に連絡をく
　　ださい）。
　　→犬は平日に随時引き取りしています。
　　→猫は毎月第４水曜日 11時～ 12時。

　自分の飼い犬がいなくなった場合は？
　●保健所で保護している可能性があります。
　　→保健所あるいは環境衛生課に、飼犬の特徴（種
　　　類、色、年齢、鑑札番号等）をお問い合わせく
　　　ださい。　

　野犬・放浪犬がいるので捕まえてほしい。
　●くわしい状況を保健所に連絡してください。

　犬が放し飼いにされていて、身の危険を感じ
　る時があるなど迷惑しているのですが？
　●くわしい状況を保健所あるいは環境衛生課に連絡
　　してください。
　＊飼い主は、犬をつないで飼う義務があります。つ
　　ないでいないと、野犬とみなし保健所の担当職員
　　が捕獲することができます。

自分の飼い犬が他人を噛んだ（危害
を加えた）、あるいは自分が犬から
噛まれた（危害を加えられた）が、
どうすればよいですか？
●すぐに医療機関で診察を受けてください。
　→飼い主・噛まれた方は保健所に届け出て
　　ください。
　→補償等の交渉は、当事者同士で話し合っ
　　て解決してください。
＊事故を起こした飼い主が被害者に対し多額
　の損害賠償を支払う例が
　多くなっています。

犬が散歩の時排便をしますが、飼い
主が後始末をする必要がありますか？
●飼い犬の糞便の後始末をすることは、飼い
　主の義務です。ビニール袋等で後始末して
　ください。
＊他人の土地や公園、道路は犬の便所ではあ
　りません。みだりに糞便を公の場所でさせ
　ると、軽犯罪法違反になる場合があります。

【問い合せ先】　
　市環境衛生課　☎63-4821　　荻総合支所　☎68-2213
　久住総合支所　☎76-1113　　直入総合支所　☎75-2213
　竹田保健所　☎63-2187
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つれづれ
　   えっせい

⑥

　

御
沓
重
徳
氏
は
今
か
ら
70
年

ほ
ど
前
、
山
間
の
小
さ
な
湯
治

場
だ
っ
た
長
湯
温
泉
を
日
本
一

の
温
泉
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

し
た
人
で
す
。

　
「
愛
泉
館
」
と
い
う
温
泉
旅

館
を
経
営
し
て
い
た
御
沓
氏
は

こ
の
鄙ひ

な

び
た
温
泉
を
い
つ
の
日

か
世
に
広
め
た
い
と
願
っ
て
い

ま
し
た
。

　

昭
和
８
年
、
ド
イ
ツ
で
温
泉

治
療
学
を
学
ん
だ
九
州
帝
国
大

学
（
現
在
の
九
州
大
学
）
別
府

温
泉
治
療
学
研
究
所
の
松
尾
武

幸
博
士
は
長
湯
温
泉
の
科
学
的

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
御
沓
氏

は
松
尾
博
士
の
研
究
に
協
力
を

惜
し
ま
ず
、
毎
日
の
よ
う
に
博

士
と
研
究
に
没
頭
し
ま
し
た
。

  

こ
の
時
、
松
尾
博
士
は
長
湯

温
泉
が
炭
酸
濃
度
が
極
め
て
高

く
、
世
界
で
も
珍
し
い
温
泉
で

あ
る
こ
と
を
科
学
的
に
証
明

し
、
そ
の
効
能
を

「
飲
ん
で
効
き　

長
湯
し
て
利

く
長
湯
の
お
湯
は　

心
臓
胃
腸

に　

血
の
薬
」

と
、
歌
に
し
て
残
し
て
い
ま
す
。

  
御
沓
氏
は
松
尾
博
士
と
の
研

究
を
進
め
る
一
方
で
、
長
湯
観

70年前、長湯温泉のPRにつとめた～御沓重徳と松尾武幸博士～
光
協
会
を
設
立
し
、
鉄
道
の
駅

長
や
新
聞
社
を
呼
ん
で
長
湯
温

泉
の
宣
伝
を
行
っ
た
り
、
野
口

雨
情
や
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫

妻
な
ど
の
著
名
な
文
化
人
や
研

究
者
た
ち
を
長
湯
に
招
い
た
り

し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

　

御
沓
氏
は
昭
和
52
年
に
77
歳

で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
が
、

彼
の
遺
志
は
町
の
人
々
に
受
け

継
が
れ
、
長
湯
温
泉
は
「
日
本

一
の
炭
酸
泉
」
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
温
泉
都

市
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
と

も
親
善
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
（
馬
場　

尚
登
）

　

最
後
の
一
打
を
決
め
る

と
、一
瞬
の
「
間
」
を
置
い
て
、

津
波
の
よ
う
な
拍
手
と
歓
声
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
次
々
に

立
ち
上
が
る
観
客
に
応
え
る
た

め
、
舞
台
前
に
整
列
す
る
。
日

本
語
で
思
い
き
り
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
叫
ぶ
よ

う
に
挨
拶
を
し
、
深
々
と
頭
を

下
げ
る
。更
に
歓
声
は
高
ま
り
、

嬉
し
さ
の
あ
ま
り
い
つ
の
間
に
か

涙
ぐ
ん
で
い
る
自
分
に
気
付
く
。

　

ふ
る
さ
と
竹
田
・
久
住
を
離

れ
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
演

奏
を
重
ね
て
、
１
か
月
半
が
過

ぎ
去
っ
た
。
私
た
ち
は
た
だ
の

「
演
奏
者
」で
は
な
く「
表
現
者
」

と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
の
曲
に
込
め
た
ふ
る
さ

と
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
太
鼓
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

１
万
キ
ロ
の
彼
方
よ
り
想
い

を
寄
せ
る
、
我
が
故
郷
。

　

目
を
閉
じ
れ
ば
、
去
年
の
暮

れ
に
演
奏
し
た
竹
田
市
文
化
会

館
で
の
観
客
の
笑
顔
や
久
住
高

原
で
迎
え
た
初
日
の
神
々
し
い

光
が
鮮
や
か
に
浮
か
ん
で
く

る
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た

訳
で
は
な
い
が
、
や
は
り
、
故

郷
と
は
恋
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
帰
国
す
る
時
は
４
月
。

そ
れ
ま
で
は
こ
の
尽
き
る
事
の

な
い
想
い
と
共
に
、
演
奏
の
旅

を
続
け
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
（
Ｔ
Ａ
０
リ
ー
ダ
ー　

水
藤
義
徳
）

「1万キロの彼方から」

第 6回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

↑御沓氏（右から 4人目）、松尾博士（同 3人目）

 

中
山
間
地

　

中
山
間
地
域
と
は
、「
山
間
地

と
そ
の
周
辺
の
地
域
」
を
指
し
ま

す
。
国
土
の
保
全
、
水
資
源
を
保

つ
等
の
多
く
の
役
割
を
担
う
大
切

な
地
域
で
す
。
農
林
水
産
省
の
発

表
に
よ
る
と
、
全
国
の
森
林
の
約

８
割
、
農
地
の
４
割
が
中
山
間
地

域
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
傾
斜
地
が
多
い
等
、

耕
作
不
利
な
条
件
か
ら
農
業
生
産

性
が
低
く
、
農
業
所
得
・
農
外
所

得
と
も
に
低
い
状
態
で
、
高
齢
化

も
特
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
後
継
者
や
就
業
機

会
の
不
足
、
生
活
環
境
整
備
の
遅

れ
等
に
よ
り
耕
作
放
棄
が
深
刻
化

し
て
い
る
中
山
間
地
域
や
離
島
等

の
農
地
に
対
し
て
、
農
業
生
産
の

維
持
を
図
り
な
が
ら
多
面
的
機
能

を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
で
は
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
等
の

補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

 

ス
ト
ッ
プ
！　
生
活
習
慣
病

‒

死
に
つ
な
が
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は‒

　
「
最
近
お
腹
が
出
て
き
た
」「
健

康
診
断
で
血
圧
や
血
糖
値
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
や
や
高
め
と
言
わ

れ
た
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
「
あ
る
」
と
答
え
た
人
の

中
で
「
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

何
も
し
て
い
な
い
」
と
い
う
人
は

い
ま
せ
ん
か
？　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
は
「
内
臓

脂
肪
蓄
積
」
の
肥
満
を
基
盤
と
し

て
「
高
血
糖
」「
高
血
圧
」「
高
脂

血
症
」
等
の
生
活
習
慣
病
が
複
数

合
併
し
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
た
と

え
異
常
が
軽
度
で
あ
っ
て
も
動
脈

硬
化
に
な
る
危
険
が
大
幅
に
増
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
臓
病

や
脳
卒
中
等
の
命
に
か
か
わ
る
病

気
の
引
き
金
と
な
り
、
放
置
す
れ

ば
死
に
つ
な
が
り
ま
す
。

‒

あ
な
た
の
お
腹

　
　
　
　
　

  

出
て
い
ま
せ
ん
か‒

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
基
盤
と
な
る
肥
満
に
は
２
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
下
腹
部
や

も
も
、
お
し
り
な
ど
の
皮
下
に
脂

肪
が
蓄
積
す
る
皮
下
脂
肪
型
（
洋

な
し
型
）
肥
満
、
内
臓
の
周
り
に

脂
肪
が
つ
く
内
臓
脂
肪
型
（
り
ん

ご
型
）
肥
満
が
あ
り
、
後
者
の
内

臓
脂
肪
型
が
生
活
習
慣
病
を
引
き

起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
は
腹
囲
（
へ

そ
周
り
）
を
計
る
こ
と
で
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
男
性
で
は

85
㌢
、
女
性
で
は
90 

㌢
を
超
え

る
と
危
険
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
内
臓
脂
肪
は
皮
下
脂
肪
に
比

べ
減
少
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
運

動
や
食
事
に
よ
っ
て
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

‒

今
す
ぐ
で
き
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策‒

　

ま
ず
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
予

防
す
る
た
め
の
運
動
や
食
事
の
生

活
習
慣
の
改
善
で
す
。
こ
の
生
活

習
慣
だ
け
が
自
分
の
意
思
で
変
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
体

の
状
態
を
よ
く
知
り
ま
し
ょ
う
。

１
、
食
生
活
を
見
直
そ
う
。

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
腹
八
分
。
間
食

は
控
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
に
。

２
、
体
を
動
か
そ
う
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

等
の
酸
素
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ

た
運
動
を
一
日
に
15
分
〜
60
分
程

度
、
週
３
回
か
ら
５
回
お
こ
な
う
。

３
、
体
の
状
態
を
確
認
し
よ
う
。

　

体
重
や
お
腹
の
周
り
を
気
に
か

け
時
々
計
っ
て
み
よ
う
。

　

そ
し
て
、
年
１
回
の
健
康
診
断

は
必
ず
受
け
、
自
分
の
体
の
状
態

を
よ
く
知
る
こ
と
で
す
。

‒

総
合
健
診
受
診
希
望
調
査
票
は

　
　
　
　

  

提
出
し
ま
し
た
か
？‒

　

現
在
、
竹
田
市
で
は
平
成
18
年

度
総
合
健
診
受
診
希
望
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
に
基
づ

い
て
健
診
を
行
い
ま
す
の
で
、
調

査
票
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

健
康
づ
く
り
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

 

入
選
作
品
決
ま
る

　

昨
年
10
月
に
健
康
づ
く
り
標
語

の
募
集
を
し
た
結
果
、
58
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
２
月
６
日
、

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
審
査

を
お
こ
な
い
、
最
優
秀
賞
１
、
優

秀
賞
３
、
佳
作
３
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

菅
翔
一
郎
さ
ん
（
荻
町
）

「
健
康
の
初
め
の
一
歩

　

朝
ご
は
ん
」

優
秀
賞

大
森
富
子
さ
ん
（
荻
町
）

「
ス
ト
レ
ス
た
め
ず
に

　

毎
日
笑
顔
」

林
長
男
さ
ん
（
竹
田
市
）

「
健
康
は
腹
八
分
目
と

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

佐
藤
真
吾
さ
ん
（
荻
町
）

「
朝
ご
は
ん
し
っ
か
り
食
べ
て

　

行
っ
て
き
ま
す
」

 

乳
が
ん
県
民
セ
ミ
ナ
ー
開
催

日
時　

３
月
12
日
㈰　
　

　
　
　

12
時
〜
15
時
30
分

会
場　

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女

　

共
同
参
画
プ
ラ
ザ
「
ア
イ
ネ
ス
」

　

２
階
（
大
分
市
）

※
入
場
無
料

メタボリックシンドローム診断基準

上記の1. に加え2.～ 4.の2項目以上に該当すると診断されます。

1. 腹囲
　男性
　85cm以上
　女性
　90cm以上

＋

2. 血中脂質　中性脂肪 150mg/dl 以上または   
　　HDL コレステロール 40mg/dl 未満

3. 血圧　収縮期血圧 130mmHg 以上または
　　拡張期血圧 85mmHg 以上

4. 血糖値　空腹時血糖値 110mg/dl 以上
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子
ど
も
は
地
域
社
会
の
宝
で

す
。
そ
の
中
で
、
13
年
間
小
児

科
医
不
在
で
あ
っ
た
竹
田
直
入

医
療
圏
は
全
国
的
に
見
て
も
特

筆
す
べ
き
存
在
で
し
た
。

　

竹
田
市
医
師
会
や
行
政
の
努

力
に
よ
り
、
大
分
大
学
小
児
科

か
ら
竹
田
医
師
会
病
院
へ
小
児

科
医
が
派
遣
・
常
勤
化
す
る
よ

う
に
な
っ
て
２
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
質

問
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
、
子

ど
も
た
ち
に
優
し
い
治
療
を
心

が
け
、
一
つ
ひ
と
つ
の
医
療
行

為
に
正
し
い
理
由
を
見
出
す
よ

う
努
力
を
重
ね
て
、
よ
う
や
く

地
域
の
方
々
の
信
頼
を
得
つ
つ

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
度
夏
か
ら
近
隣

の
病
院
と
連
携
し
、
休
日
の
外

来
を
当
番
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
の
体
制
も
整
え
、

救
急
車
で
運
ば
れ
る
子
が
た
ら

い
回
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
児

科
医
不
足
、
都
市
偏
在
の
問
題

は
根
深
く
、
大
分
県
に
あ
る
病

院
小
児
科
の
大
多
数
が
１
〜
２

人
の
体
制
で
、
24
時
間
３
６
５

日
の
診
療
体
制
を
敷
く
こ
と
は

困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
竹
田
医
療
圏
の
子
ど
も

た
ち
が
明
る
く
健
や
か
に
育
つ

よ
う
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ

く
当
院
小
児
科
な
り
の
役
目
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
担
当
医
が
交

代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
間
、
外
来
を
受
診
す
る

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
と
て
も

癒
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
き
つ

そ
う
で
も
、
次
の
受
診
時
に
は

快
方
に
向
か
う
様
子
を
見
て
、

た
い
そ
う
安
心
し
た
も
の
で
す
。

　

自
分
の
責
任
が
果
た
せ
て
、

安
心
し
て
後
任
の
先
生
に
お
任

せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
竹
田
医
師
会
病
院
小

児
科
を
み
な
さ
ん
で
盛
り
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

竹
田
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
の
１
ペ
ー
ジ
に
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
な
未

来
を
、
そ
し
て
私
が
か
か
わ
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
小
児

科
医
を
目
指
し
て
く
れ
る
方
が

出
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

（
竹
田
医
師
会
病
院

　
　
　

  

小
児
科　

秋
吉
健
介
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
12
〉

　

広
報
た
け
た
１
月
号
で
、
平
成

18
年
４
月
か
ら
の
要
介
護
認
定
の

仕
組
み
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し

た
。
今
月
は
要
支
援
１
・
２
と
認

定
さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

 

要
支
援
者
の
支
給
限
度
額

　

左
記
の
支
給
限
度
額
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
、
１
割
の
負
担
で
必
要

な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

要
支
援
１
↓　

４
、９
７
０
単
位

要
支
援
２
↓
１
０
、４
０
０
単
位

【
一
単
位
＝
10
円
】

　

生
活
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。

１
、
通
所
サ
ー
ビ
ス

①
介
護
予
防
通
所
介
護

　
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

②
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

※
選
択
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

　

運
動
機
能
向
上
、
栄
養
改
善
、

　

口
腔
機
能
向
上
の
た
め
の
プ
ロ

　

グ
ラ
ム
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
、
一
回
あ

　

た
り
の
利
用
料
負
担
で
は
な
く
、

　

月
単
位
の
定
額
利
用
料
負
担
と

　

な
り
ま
す
（
送
迎
・
入
浴
も
、

　

こ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
）。

２
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

①
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

②
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

３
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス

①
介
護
予
防
訪
問
介
護

※
本
人
が
自
力
で
家
事
等
を
行
う

　

こ
と
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ
て
、

　

家
族
や
地
域
の
支
え
合
い
や
、

　

他
の
福
祉
施
策
等
の
代
替
サ
ー

　

ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に

　

利
用
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
時
間
毎
の

　

利
用
料
負
担
で
は
な
く
、
利
用

　

頻
度
別
の
月
単
位
の
定
額
利
用

　

料
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

②
介
護
予
防
訪
問
看
護

③
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

シ
ョ
ン

④
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

４
、
そ
の
他

①
介
護
予
防
特
定
施
設
入
所
者
生

　

活
介
護

②
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売

※
福
祉
用
具
の
購
入
は
、
指
定
を

　

受
け
た
事
業
者
の
み
で
可
能
に

　

な
り
ま
す
。

③
介
護
予
防
福
用
具
貸
与

※
次
の
用
具
の
貸
与
に
つ
い
て
、

　

要
支
援
者
及
び
要
介
護
１
の
人

　

は
、
一
定
の
例
外
と
な
る
人
を

　

除
い
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
特
殊
寝
台
（
付
属
品
を
含
む
）

○
車
い
す
（
付
属
品
を
含
む
）

○
床
ず
れ
防
止
用
具
及
び
体
位
変

　

換
器

○
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
器

○
移
動
用
リ
ス
ト

④
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
支
給

⑤
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

※
住
み
な
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

　

支
え
る
た
め
に
、
市
町
村
が
指

　

定
し
て
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で

　

す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別

　

途
ご
説
明
し
ま
す
。）

要
支
援
認
定
の
有
効
期
間
が

平
成
18
年
４
月
以
降
も
残
っ
て
い

る
場
合

　

有
効
期
間
が
切
れ
る
更
新
の
時

期
ま
で
は
、
現
在
の
要
介
護
状
態

区
分
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

保
険
課
介
護
係

　

☎
 63‒

１
１
１
１

　
（
内
１
３
２
・
１
３
８
）
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みんなの
　　ひろば

平成17年3月生まれ

　

　

　 　

　

平
成
18
年
４
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
お
子

さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

〆
切　

３
月
13
日
㈪

　

１
月
12
日
、
天
神
交
差
点
に
大

分
県
交
通
安
全
協
会
竹
田
支
部
及

び
竹
田
地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
協

議
会
が
建
設
し
た
交
通
安
全
塔
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
塔
に
は
、
昨
年
、
竹
田
市

内
の
小
・
中
学
生
か
ら
集
め
ら
れ

た
交
通
安
全
標
語
の
最
優
秀
作
品

が
掲
載
さ
れ
、
運
転
手
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
観
光
協
会
が
、
竹
田

小
学
校
に
竹
田
独
特
の
郷
土
玩
具

「
竹
田
凧
」
と
、
竹
の
お
が
く
ず

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

竹
田
凧
は
昭
和
50
年
代
初
期
ま

で
製
造
さ
れ
て
い
た
も
の
を
復
刻

し
た
も
の
で
、子
ど
も
た
ち
は
「
見

た
こ
と
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
、

校
庭
へ
駆
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
竹
の
お
が
く
ず
は
糖
度

が
高
く
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
の
よ

い
飼
料
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

 

小
富
士
に
登
ろ
う

　

２
月
11
日
、
片
ヶ
瀬
と
入
田
小

高
野
自
治
会
、
隣
接
す
る
豊
後
大

野
市
緒
方
町
の
自
治
会
の
皆
さ
ん

が
、
第
18
回
小
富
士
山
健
康
づ
く

り
歩
こ
う
会
を
開
催
し
、
１
〜
３ 

㌔
の
道
を
登
り
、
小
富
士
山
の
山

頂
で
詩
吟
や
小
学
生
の
太
鼓
等
を

楽
し
み
ま
し
た
。

交通安全呼びかけて

竹田凧、復刻

↑山頂には岡藩主中川公の墓があります。

　

荻
地
域
新
藤
愛
育
班
で
は
、
２

月
12
日
の
朝
か
ら
男
性
15
人
が
集

ま
り
、
豚
肉
の
シ
ョ
ウ
ガ
焼
き
、

鶏
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
貝
汁
、
ほ

う
れ
ん
そ
う
の
お
ひ
た
し
、
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
料
理
は
心
の
こ

も
っ
た
お
い
し
そ
う
な
も
の
で
、

招
待
し
た
子
ど
も
、
女
性
、
お
年

寄
り
か
ら
は
「
お
い
し
い
」「
こ

れ
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
た
ん
？
」

と
と
て
も
好
評
で
し
た
。

新藤愛育班男性料理教室



図書館
から

3月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親　

地
域
・
自
治
会
）

❶

キリトリセンキリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

国指定史跡岡城跡

　家族無料観覧券

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
氷壁（新装版）　　　　　　　　　　　　井上　　靖
私のパリ私のフランス　　　　　　　　  岸　　惠子
告　白　　　　　　　　　　　　　　　  町田　　康
山本周五郎中短編秀作選集 1～ 3　　　  山本周五郎
いわずにおれない　　　　　　　　　  まど　みちお
〔子どもの本〕
ミリー・モリー・マンデーのおはなし　ジョイス・S・ブリスリー
ターちゃんとペリカン　　　　　  ドン・フリーマン
歯いしゃのチュー先生　　　  ウィリアム・スタイグ
　　　　　　　　　　　ほか、60冊程購入しました。

　
　

竹田市立図書館の休館日
は、6・13・14・15・16・
17・20・21・27日です。

 「おはなしルーム」
日時　3月 8日㈬
　　　13：30～ 14：10
会場　竹田幼稚園

「司書おすすめの1冊」
「それでもやっぱりがんばらない」
　　　　　　　　鎌田　實（集英社）

　命を見つめ、人間
を見つめる医師、鎌
田實の本。
　がんばらないけど
あきらめない、そ
れでもやっぱりが
んばらないという
心のぬくもりが伝
わる本です。

「ずいとんさん」日本の昔話
　　　　　　　日野十成（福音館書店）
　今話題のにほんむかしばなし…やま
でらのこぞうさん　ずいとんといたず
らきつねの
とんち話
のえほん
だよ！

〔お知らせ〕　蔵書点検作業のため、13 ～ 17 日は
臨時休館し、本の貸し出しができません。大変ご
迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 1月 31日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前月比 )
人　口　27,569 人　 ( － 54 人 )
　男性　12,913 人　 ( － 34 人 )
　女性　14,656 人　 ( － 20 人 )
世帯数　10,750世帯   (－12世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第12回

　

山
地
の
草
地
や
落
葉
樹
林
内
に

生
育
す
る
高
さ
30 

㌢
ほ
ど
の
柔
ら

か
い
多
年
草
で
す
。
花
期
が
過
ぎ

て
茎
を
高
く
成
長
さ
せ
ま
す
。

　

互
生
の
葉
は
３
〜
４
回
の
羽
状

複
葉
で
細
か
く
切
れ
込
み
ま
す
。

茎
の
基
部
に
は
鱗り

ん
ぺ
ん片
状
の
広
い
さ

や
が
茎
を
抱
き
ま
す
。
芽
吹
き
の

葉
は
縮
ん
で
暗
褐
色
で
す
が
、
伸

び
る
と
濃
い
緑
に
変
わ
り
ま
す
。

　

風
が
ま
だ
冷
た
い
早
春
の
頃
、

短
い
花
茎
の
先
端
に
１
個
か
ら
数

個
の
径
４ 

㌢
ほ
ど
の
金
属
光
沢
の

あ
る
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

花
弁
は
外
側
に
紫し

り
ょ
く
し
ょ
く

緑
色
の
数
枚
の

萼が
く
へ
ん片
が
あ
り
、
内
側
に
黄
色
の
花

弁
が
20
〜
30
枚
あ
り
ま
す
。

　

花
は
日
中
に
開
き
、
夜
は
閉
じ

ま
す
。
花
後
、
白
毛
に
お
お
わ
れ

た
金こ

ん
ぺ
い
と
う

平
糖
を
連
想
さ
せ
る
イ
チ
ゴ

状
の
果
実
を
つ
け
ま
す
。

　

新
年
を
祝
う
花
と
し
て
正
月
に

用
い
ら
れ
、
祝
福
の
意
味
で
福ふ

く
じ
ゅ寿

草そ
う

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
市
北
部
や
久
住
高
原

の
ご
く
限
ら
れ
た
場
所
で
稀ま

れ

に
観
察

さ
れ
ま
す
。
大
分
県
の
絶
滅
危き

ぐ惧

種し
ゅ

で
草
地
開
発
や
野
焼
き
の
停
止
、

盗
採
等
で
絶
滅
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

花
期
は
３
月
か
ら
４
月
で
す
。

阿孫　久見

フクジュソウ（キンポウゲ科）

平
成
17
年
度
生
涯
学
習
ま
つ
り

　
　
　

〜
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
く
た
め
に
〜

日
時　

３
月
11
日
㈯

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館

入
場
料　

無
料

第
１
部　

12
時
20
分
〜
12
時
50
分

○
高
齢
者
大
学
閉
講
式　

永
年
精

　

励
者
及
び
皆
勤
者
表
彰
等

第
２
部　

13
時
〜
14
時
30
分

○
基
調
講
演　

演
題
「
日
々
新
た

　

な
出
会
い
、
発
見
！
」

講
師　

山
本
浩
之
さ
ん
（
関
西
テ

　

レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
６
２
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
１
９
８
５

年
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
入
社
。
１
９
９
０

年
か
ら
７
年
間
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
ア
タ
ッ
ク

６
０
０
」
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
た
関

西
テ
レ
ビ
を
代
表
す
る
実
力
派
。「
失
敗
を
恐

れ
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
」

の
大
切
さ
、「
失
敗
を
自
分
の
糧
と
し
て
い
く

人
の
尊
さ
」
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
す
。

第
３
部　

14
時
30
分
〜
15
時
40
分

○
生
涯
学
習
発
表
会

出
演
団
体
及
び
内
容

①
竹
田
分
館
（
キ
ー
ボ
ー
ド
演
奏
）

②
岡
本
分
館
（
民
謡
）
③
玉
来
分

館
（
ダ
ン
ス
）
④
松
本
分
館
（
３

Ｂ
体
操
）
⑤
宮
砥
分
館
（
舞
踊
）

⑥
城
原
分
館
（
民
謡
）
⑦
集
会
所

カ
ラ
オ
ケ
教
室
（
カ
ラ
オ
ケ
）
⑧

豊
の
船
の
会
（
コ
ー
ラ
ス
）
⑨
高

齢
者
大
学
リ
ズ
ム
教
室
（
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
）

生
涯
学
習
作
品
展
示

時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

内
容　

生
け
花
・
書
道
・
俳
画
・

　

手
芸
等

●
お
問
い
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
63‒

４
８
１
７

◇
年
内
に
発
行
す
る
新
年
号
と
合

わ
せ
て
、
３
月
号
の
発
行
は
２
月

の
短
い
期
間
に
行
い
ま
す
。
今
年

も
ば
た
ば
た
で
し
た
。（
吉
野
）

↑山本浩之さん
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

２
階
展
示
室
Ａ
：
常
設
展
示

「
竹
田
市
の
歴
史
・
文
化
の
資
料
展
示
」

　

岡
藩
・
中
川
氏
関
係
資
料
、
瀧
廉
太
郎
等
、

郷
土
の
先
哲
資
料
等
を
紹
介
し
ま
す
。

２
階
展
示
室
Ｂ
：
文
人
画
・
南
画
の
展
示

「
生
活
の
中
の
文
人
画
③
、花
鳥
風
月
Ⅱ
」

　

３
月
23
日
㈭
ま
で

春
季
所
蔵
書
画
展

「
岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
Ⅰ
」

　

３
月
24
日
㈮
〜
５
月
11
日
㈭

「
岡
城
真
景
図
屏
風
」
春
の
公
開

　

３
月
24
日
㈮
〜
５
月
11
日
㈭

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
第
７
回
岡
藩
城
下
町
雛
人
形
展
」

　

３
月
21
日
㈫
ま
で

「
竹
田
の
四
季
写
真
展
」

　

３
月
24
日
㈮
午
後
〜
４
月
２
日
㈰

　

写
団
ち
く
で
ん
の
会
員
に
よ
る
四
季
折
々
の

竹
田
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

「
工
藤
敬
一
写
真
展
『
生
き
る
』」

　

４
月
５
日
㈬
〜
４
月
16
日
㈰

　

竹
田
に
生
き
る
人
々
の
日
常
の
生
活
を
モ
ノ

ク
ロ
を
中
心
に
表
現
し
た
写
真
展
で
す
。

 

第　

回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

３
月
５
日
㈰　

雨
天
決
行

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
前
（
受
付
・
開
会
式
・

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

大
会
日
程　

受
付
８
時
〜
９
時
30
分

　

開
会
式
９
時
30
分　

ス
タ
ー
ト
10
時
〜

種
目　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

　

10
㌔
、
５
㌔
、
３
㌔
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
（
性

　

別
、
年
齢
区
分
有
）

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
役
所
生
涯
学
習
課

　

岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事

　

務
局

　

☎
63‒

４
８
１
７　

℻
63‒

２
３
７
３

 

第
８
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

　

竹
灯
籠
に
和
紙
で
作
っ
た
雛
を
飾
る「
竹
雛
」

や
、
商
家
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
雛
人
形
（
享
保

雛
・
大
正
雛
等
）、
孟
宗
竹
を
く
り
抜
い
て
作
っ

た
「
竹
人
形
」
雛
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間　

３
月
21
日
㈫
ま
で

会
場　

竹
田
市
城
下
町
界
隈

主
な
内
容

・
ひ
い
な
あ
そ
び

　

３
月
５
日
㈰　

13
時
〜
15
時

　

古
町
商
店
街
で
、
竹
馬
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
、

昔
の
遊
び
を
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
す
。

・
流
し
雛

　

３
月
21
日
㈫　

14
時
〜

　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
の
稲
葉
川
河
川
敷
か

ら
、
竹
雛
を
川
に
流
し
ま
す
。

●
主
催
・
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
63‒

２
６
３
８　

℻
63‒

２
８
６
１

 

第　
回
「
て
づ
く
り
音
楽
会
」

日
時　

３
月
26
日
㈰

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　

直
入
教
育
会
館
２
階
ホ
ー
ル

　
　
　
（
竹
田
温
泉
花
水
月
横
）

入
場
料　

無
料

内
容　

合
唱
、
独
唱
、
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン

　

ブ
ル
、
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏

　

唱
歌
や
童
謡
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

●
主
催
・
お
問
い
合
せ　

瀧
廉
太
郎
会

　

☎
63‒

１
８
２
３
（
堀
）

 

第　

回
岡
城
桜
ま
つ
り

日
時　

４
月
２
日
㈰　

※
雨
天
中
止

会
場　

城
下
町
界
隈
〜
岡
城
跡

主
な
行
事　

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
大
名
行
列

　

11
時　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
出
発

　

13
時　

岡
城
跡
着

　

13
時
50
分　

岡
城
会
館
出
発

◇
和
の
共
演　

11
時
〜
16
時
（
予
定
）

　

会
場　

岡
城
跡
西
の
丸

　

出
演
団
体　

三
日
月
太
鼓
、
清
流
太
鼓
、
明

　
　

治
子
ど
も
神
楽

　
　

Ｔ
Ａ
Ｏ
友
情
出
演
！

◇
大
分
県
警
察
音
楽
隊

　

10
時
50
分　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
出
発

　

12
時
50
分　

岡
城
跡
着

　

13
時
頃　

演
奏
会

　

会
場　

岡
城
跡
西
の
丸

◇
協
賛
行
事

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
奥
豊
後
俳
句
大
会

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
63‒

２
６
３
８　

℻
63‒
２
８
６
１

19

1058
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大分県豊後大野総合庁舎
　　　 ●（現大分県三重総合庁舎）

NTT□

法務局三重
出 張 所 等

△

　△
三重税務署

□　
　　ホームワイド

○　　　
豊後大野市役所

国道502号線
←至竹田市方面 至犬飼町方面→

国道326号線国道326号線

● ● ● ●

市場一区交差点

市役所入口交差点

  

行　

政

税
務
課
が
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
竹
田
市
税
務
課

は
総
合
支
所
税
務
課
を
本
庁
総
務
企
画
部
税
務

課
に
集
約
し
た
体
制
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
各
総
合
支
所
税
務
課
窓
口
で

お
取
扱
い
し
て
い
ま
し
た
業
務
内
容
は
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
で
、
次
の
事
項
に
つ
き
ま

し
て
お
取
扱
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
お
取
扱
い
す
る

  

税
務
窓
口
業
務

①
各
市
税
の
収
納

②
各
種
証
明
書
の
発
行

③
各
種
申
請
書
の
受
付

④
固
定
資
産
に
関
す
る
各
種
届
出

⑤
字
図
閲
覧
・
写
し
の
交
付

⑥
各
種
納
付
書
の
再
発
行

⑦
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
の
届
出

●
お
問
い
合
せ

　

本
庁
税
務
課　
　
　
　
　

☎
63
─４
８
０
３

　

荻
総
合
支
所
税
務
課　
　

☎
68
─２
２
１
２

※
市
民
生
活
課　
　
　
　
　

☎
68
─２
２
１
３

　

久
住
総
合
支
所
税
務
課　

☎
76
─１
１
１
４

※
市
民
生
活
課　
　
　
　
　

☎
76
─１
１
１
３

　

直
入
総
合
支
所
税
務
課　

☎
75
─２
２
１
２

※
市
民
生
活
課　
　
　
　
　

☎
75
─２
２
１
３

※
…
４
月
以
降
の
問
い
合
わ
せ
先
で
す
。

豊
肥
振
興
局
が
誕
生
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
大
分
県
が
進
め

る
地
方
振
興
局
の
再
編
の
た
め
竹
田
直
入
地
方

振
興
局
が
大
野
地
方
振
興
局
（
豊
後
大
野
市
）

と
統
合
さ
れ
、
現
在
の
竹
田
直
入
地
方
振
興
局

所
在
地
に
「
豊
肥
振
興
局
」
が
誕
生
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
野
地
方
振
興
局
の
所
在
地
に
は
、

窓
口
業
務
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
４
年
間
に

限
り
豊
後
大
野
事
務
所
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

豊
肥
振
興
局　

☎
63
─１
１
７
１

　

大
分
県
総
務
部
行
政
企
画
課
行
政
シ
ス
テ
ム

　

改
革
班

　

 
☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
４
０
、２
２
４
１
）

県
税
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
竹
田
県
税
事
務

所
が
「
豊
後
大
野
県
税
事
務
所
」
と
名
称
を
変

え
て
次
の
と
お
り
移
転
し
ま
す
。

名
称　

大
分
県
豊
後
大
野
県
税
事
務
所

所
在
地　

〒
８
７
９
─７
１
３
１

　

豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
１
１
２
３

　

大
分
県
豊
後
大
野
総
合
庁
舎
内

　

☎
０
９
７
４
─２
２
─７
５
０
１

所
管
区
域　

竹
田
市
・
豊
後
大
野
市

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
竹
田
県
税
事
務
所

　

☎
62
─２
１
７
８　

※
３
月
31
日
ま
で

「
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
」
移
転

　

大
分
県
運
転
免
許
試
験
場
（
大
分
市
賀
来
）

が
、
３
月
20
日
㈪
、「
大
分
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
、
大
分
市
松
岡
の
県
ス
ポ
ー
ツ

公
園
南
側
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
分
県
運
転
免
許
試
験
場
で
の

業
務
は
３
月
17
日
㈮
ま
で
、
ま
た
３
月
19
日
㈰

は
移
転
作
業
の
た
め
免
許
更
新
業
務
を
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─２
１
３
１

警
察
署
運
転
免
許
関
係
事
務
取
扱
時

間
が
変
わ
り
ま
す

　

警
察
署
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
る
運
転
免
許

関
係
事
務
（
免
許
更
新
等
）
の
取
扱
時
間
が
４

月
３
日
㈪
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

（
旧
）　

８
時
30
分
〜
18
時

（
新
）　

９
時
15
分
〜
18
時

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
警
察
署

　

☎
63
─２
１
３
１

  

建　

設

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
・
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

に
、
空
き
家
に
な
っ
た
場
合
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

入
居
資
格　

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人　

　

で
、
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

決
定
方
法　

書
類
審
査
及
び
実
態
調
査
を
行
い
、

　

適
格
者
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
順
位
を

　

決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
17
日
㈮

有
効
期
間

　

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

抽
選
日
時　

３
月
22
日
㈬　

９
時
30
分

抽
選
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
３
階
会
議
室

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

産
業
建
設
部
建
設
課
庶
務
係

　

☎
63
─４
８
０
８

　

荻
総
合
支
所
建
設
課
住
宅
庶
務
担
当

　

☎
68
─２
２
１
１

　

久
住
総
合
支
所
建
設
課
住
宅
庶
務
担
当

　

☎
76
─１
１
１
１

　

直
入
総
合
支
所
建
設
課
住
宅
庶
務
担
当

　

☎
75
─２
２
１
１

ご
存
じ
で
す
か
！？
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

１
、
建
築
物
の
解
体
等
を
行
う
際
に
は
、
元
請

　

業
者
名
や
分
別
解
体
の
方
法
等
を
工
事
着
手

　

の
７
日
前
ま
で
に
届
け
出
て
い
た
だ
く
必
要

３
月
の
お
し
ら
せ
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が
あ
り
ま
す
。

◇
届
け
出
の
対
象
と
な
る
工
事

建
築
物
の
解
体
：
述
べ
面
積
80 
㎡
以
上

建
築
物
の
新
築
・
増
築
：
述
べ
面
積
５
０
０ 

　

㎡
以
上

建
築
物
の
修
繕
・
模
様
替
（
リ
フ
ォ
ー
ム
等
）
：

　

１
億
円
以
上

そ
の
他
の
工
作
物
に
関
す
る
工
事
（
土
木
工
事

　

等
）
：
５
０
０
万
円
以
上

２
、
工
事
の
発
注
者
及
び
施
工
者
は
「
分
別
解

　

体
等
及
び
建
設
資
材
廃
棄
物
の
再
資
源
化
等
」

　

の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
定
規
模
以
上
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
受
注

　

者
（
各
下
請
負
人
を
含
む
）
又
は
自
ら
施
工

　

す
る
者
は
「
分
別
解
体
等
及
び
建
設
資
材
廃

　

棄
物
の
再
資
源
化
等
」
の
実
施
義
務
が
あ
り

　

ま
す
。

３
、
対
象
建
設
工
事
の
元
請
業
者
に
は
次
の
義

　

務
付
け
が
あ
り
ま
す
。

○
発
注
者
に
対
し
て
、
分
別
解
体
の
計
画
等
に

　

つ
い
て
の
説
明

○
契
約
書
面
に
お
い
て
、分
別
解
体
等
の
方
法
・

　

要
す
る
費
用
及
び
再
資
源
化
等
に
要
す
る
費

　

用
・
施
設
の
名
称
等
の
明
記
（
発
注
者
、
元

　

請
業
者
双
方
の
義
務
）

○
下
請
業
者
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
へ
の
届

　

出
事
項
の
告
知

○
現
場
に
お
け
る
標
識
の
掲
示

○
再
資
源
化
等
が
完
了
し
た
旨
の
発
注
者
へ
の

　

報
告
及
び
再
資
源
化
等
の
実
施
状
況
に
関
す

　

る
記
録
の
作
成
・
保
存

４
、
建
築
物
の
解
体
工
事
の
実
施
に
は
建
設
業

　

許
可
※
又
は
解
体
工
事
業
登
録
が
必
要
で
す
。

※
建
設
業
許
可
区
分
の
う
ち
、
土
木
工
事
業
、

　

建
築
工
事
業
、
と
び
・
土
木
工
事
業

●
お
問
い
合
せ
・
届
出
先

　

竹
田
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課

　

☎
63
─２
１
０
８

  

試　

験

平
成
18
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
は
、
平
成
18
年
度
中
に
左
表
の
と
お

り
採
用
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、１
４
０
円
分
（
国

税
専
門
官
に
つ
い
て
は
１
２
０
円
分
）
の
切
手

貼
付
、
宛
先
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒
に
、
請

求
す
る
試
験
名
を
朱
書
き
し
、
下
記
問
合
せ
先

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

〒
８
１
２
─０
０
１
３　

福
岡
市
博
多
区
博

　

多
駅
東
２
─11
─１

　

☎
０
９
２
─４
３
１
─７
７
３
３

　

℻
０
９
２
─４
７
５
─０
５
６
５

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

平
成
18
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時　

６
月
18
日
㈰　

10
時
試
験
開
始

試
験
種
類
と
会
場

甲
種
・
乙
種（
全
類
）・
丙
種　

別
府
市
、国
東
町
、

　

宇
佐
市
、
中
津
市
、
日
田
市
、
豊
後
大
野
市

　

三
重
町(

県
立
三
重
農
業
高
校)

・
緒
方
町（
県

　

立
緒
方
工
業
高
校
）、
佐
伯
市

甲
種
・
乙
種
（
４
類
を
除
く
）・
丙
種
、
又
は

乙
種
第
４
類
の
み　

大
分
市

※
願
書
は
３
月
13
日
㈪
か
ら
次
の
機
関
で
配
布

　

し
ま
す
。（
大
分
市
消
防
局
・
東
・
南
署
〔
予

　

防
課
〕、
県
下
各
地
域
消
防
本
部
予
防
課
、　

　

県
消
防
防
災
課
他
）

願
書
受
付
期
間

　

４
月
17
日
㈪
〜
４
月
26
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
願
書
提
出
先

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　

〒
８
７
０
─０
０
２
３　

大
分
市
長
浜
町
２
─

　

12
─10　

昭
栄
ビ
ル
２
階

　

☎
０
９
７
─５
３
７
─０
４
２
７

  

公　

売

祖
峰
中
学
校
の
備
品
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
３
月
末
で
閉
校
し
ま
し
た
旧
竹
田

市
立
祖
峰
中
学
校
の
備
品
の
公
売
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
17
日
㈮　

13
時
30
分
〜

集
合
場
所　

祖
峰
中
学
校
玄
関
前

公
売
方
法　

せ
り
売
り

※
最
低
価
格
の
設
定
が
あ
り
ま
す
。

公
売
物
件　

敷
地
内
（
校
舎
・
体
育
館
・
校
庭

　

等
）
に
あ
る
机
等
の
備
品

落
札
金
の
納
付　

落
札
者
は
、
直
ち
に
現
地
に

　

て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

落
札
物
の
搬
出　

９
月
末
ま
で
に
搬
出
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

教
育
委
員
会
総
務
課

　

☎
63
─４
８
１
６

Ⅰ種試験

受験資格
①昭和 48.4.2 ～昭和 60.4.1 生まれの者
②昭和 60.4.2 以降生まれで平成 19.3 までに大学卒業・
　卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 3日㈪～ 10日㈰
1 次試験 4 月 30 日㈰
Ⅱ種試験

受験資格
①昭和 52.4.2 ～昭和 60.4.1 生まれの者
②昭和 60.4.2 以降生まれで平成 19.3 までに大学・短大・
　高専を卒業・卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 14 日㈮～ 25日㈫
1 次試験 6 月 18 日㈰
国税専門官採用試験

受験資格
①昭和 54.4.2 ～昭和 60.4.1 生まれの者
②昭和 60.4.2 以降生まれで平成19.3 までに大学卒業・
　卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 3日㈪～ 14日㈮
1 次試験 6 月 11 日㈰
労働基準監督官採用試験

受験資格
①昭和 52.4.2 ～昭和 60.4.1 生まれの者
②昭和 60.4.2 以降生まれで平成19.3 までに大学卒業・
　卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 3日㈪～ 14日㈮
1 次試験 6 月 11 日㈰
法務教官採用試験

受験資格
①昭和 52.4.2 ～昭和 60.4.1 生まれの者
②昭和 60.4.2 以降生まれで平成19.3 までに大学卒業・
　卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 3日㈪～ 14日㈮
1 次試験 6 月 11 日㈰
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消　

防

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間　

３
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

統
一
防
火
標
語　
「
あ
な
た
で
す　

火
の
あ
る

　

く
ら
し
の　

見
は
り
役
」

住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣　

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

　

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な

　

ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

　

す
。

４
つ
の
対
策　

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る
。
○
寝

　

具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
製
品
を
使
用
す
る
。
○
火
災
を
小
さ
い
う

　

ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。
○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

　

つ
く
る
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
消
防
本
部

　

☎
63‒

０
１
１
９

  

募　

集

誰
で
も
楽
し
め
る

　
「
春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」

講
習
内
容　

園
芸
の
基
礎
知
識
、
コ
ン
テ
ナ
等

　

の
寄
せ
植
え
、
ミ
ニ
造
景
等
の
制
作

時
間　

13
時
30
分
か
ら
１
時
間
30
分
程
度

【
荻
町
教
室
（
会
場　

荻
町
中
央
公
民
館
）】

　

日
程　

３
月
22
日
㈬
、４
月
〜
６
月
第
２
・
４

　
　

水
曜
（
全
７
回
）

【
直
入
町
教
室（
会
場　

直
入
町
中
央
公
民
館
）】

　

日
程　

３
月
23
日
㈭
、４
月
〜
６
月
第
２
・
４

　
　

木
曜
（
全
７
回
）

【
久
住
町
教
室（
会
場　

久
住
町
中
央
公
民
館
）】

　

日
程　

３
月
24
日
㈮
、４
月
〜
６
月
第
２
・
４

　
　

金
曜
（
全
７
回
）

【
竹
田
教
室
（
会
場　

竹
田
中
央
公
民
館
）】

　

日
程　

３
月
25
日
㈯
、４
月
〜
６
月
第
２
・
４

　
　

土
曜
（
全
７
回
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ

　

ィ
ネ
イ
タ
ー　

河
野
ひ
ろ
子

　

☎
62‒

４
８
０
０

竹
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

対
象　

竹
田
市
内
小
学
生
女
子
（
４
〜
６
年
）

練
習
日

　

毎
週
木
曜　

17
時
30
分
〜
19
時
40
分

　

毎
週
土
曜　

14
時
〜
17
時

説
明
会　

３
月
11
日
㈯　

 

17
時
〜
17
時
30
分

　
　
　
　

竹
田
小
学
校
体
育
館

●
お
問
い
合
せ　

☎
63‒

０
９
６
０
（
河
野
）

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展

募
集
〆
切　

３
月
31
日
㈮　

※
消
印
有
効

展
示
期
間　

６
月
28
日
㈬
〜
７
月
２
日
㈰

展
示
会
場　

大
分
市
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
、
応
募
部
門
（
短
歌
、

　

俳
句
、川
柳
）、応
募
作
品
、郵
便
番
号
・
住
所
、

　

電
話
番
号
、
筆
名
（
要
フ
リ
ガ
ナ
）、
本
名

　
（
要
フ
リ
ガ
ナ
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
所
属

　

団
体
を
記
入
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
枚
の
ハ
ガ
キ
に
１
部
門
の
み
と
し
ま
す
。

年
齢　

大
分
県
内
在
住
で
昭
和
22
年
４
月
１
日

　

以
前
に
生
ま
れ
た
方

出
品
数　

短
歌
１
首
、
俳
句
２
句
、
川
柳
２
句

　

ま
で

川
柳
課
題　
「
走
る
」

　

そ
の
他　

所
属
団
体
が
あ
る
方
は
、
詳
し
く

　

正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先　

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会　

長
寿

　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー　

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
係

　

〒
８
７
０‒

０
９
０
７　

大
分
市
大
津
町
２‒

　

１‒

41

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語

　

国
土
交
通
省
で
は
、
８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
に
向
け
て
、
生
活
の
基
本
を
支
え
て

く
れ
る
道
路
の
役
割
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な

　

た
の
財
産
で
す
。

応
募
方
法　

応
募
ハ
ガ
キ
又
は
官
製
ハ
ガ
キ
１

　

枚
に
標
語
１
点
と
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　

性
別
、
年
齢
、
職
業
を
記
入
の
上
郵
送
し
て

　

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

　

も
受
け
付
け
ま
す
。

応
募
〆
切　

３
月
31
日
㈮
必
着

使
用
方
法　

ポ
ス
タ
ー
、
ち
ら
し
等

応
募
部
門　

学
生
の
部
、
一
般
の
部

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

〒
１
０
７‒

０
０
５
２　

東
京
都
港
区
赤
坂

　

１‒

６‒

19　

Ｋ
Ｙ
溜
池
ビ
ル
３
階　

道
路
広

　

報
セ
ン
タ
ー　

平
成
18
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ

　

い
月
間
」
推
進
標
語
募
集
係

　
U
RL　

https://ssl.jolls.co.jp/hyougo/

  
相　

談

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

日
時　

３
月
６
日
㈪　

10
時
〜
16
時

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階
３
０
１
会
議
室

　
（
大
分
市
府
内
町
）

相
談
料　

無
料

内
容　

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当
な

　

要
求
等
の
困
り
事
に
つ
い
て
、
弁
護
士
、
暴

　

力
団
担
当
警
察
官
及
び
暴
力
追
放
相
談
員
が

　

相
談
に
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

相
談
電
話

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

４
７
０
４

※
な
お
、
執
務
時
間
中
、
相
談
は
常
時
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

４
７
０
４

交
通
事
故
・
新
規
創
業
等
無
料
相
談
会

日
時　

３
月
26
日
㈰　

10
時
〜
17
時

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
小
会
議
室

内
容　

交
通
事
故
・
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対

　

応
、
新
規
創
業
相
談
及
び
支
援
、
そ
の
他
日

　

常
生
活
で
抱
え
る
様
々
な
問
題
全
般

相
談
担
当
者　

河
野
広
徳
社
会
保
険
労
務
士
・

　

行
政
書
士
、
川
村
裕
行
政
書
士

●
お
問
い
合
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
大
分
法
務
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
℻
０
９
７‒

５
９
６‒

７
２
８
０

  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
注
意

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り
保
険

料
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
納
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
法
律

に
基
づ
き
強
制
執
行
（
差
押
え
）
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
推
進
員
等
に
よ
る
戸
別
訪
問

　
「
国
民
年
金
推
進
員
」
が
身
分
証
明
書
を
携

帯
の
上
、家
庭
を
訪
問
し
、保
険
料
納
付
、口
座
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振
替
、国
民
年
金
制
度
の
説
明
等
を
行
い
ま
す
。

電
話
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
電
話
に
よ
る
保
険

料
納
付
等
の
ご
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
（
土
・

日
曜
や
夜
間
も
実
施
し
て
い
ま
す
）。

人
生
の
節
目
に
は

　

国
民
年
金
の
届
出
を
！

　

就
職
、
退
職
、
結
婚
等
で
立
場
が
変
わ
っ
た

時
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
障
害
基
礎
年
金
等
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
届
出
は
忘

れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

第
１
号
被
保
険
者

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
全
て
の

方
（
翌
月
末
ま
で
に
月
額
料
を
自
身
で
納
付
）

第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
会

社
員
や
公
務
員
等（
給
与
と
賞
与
か
ら
天
引
き
）

第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
（
保
険
料
の
負
担
は
不
用
）

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

水　

道

水
質
検
査
計
画

　

水
道
水
の
安
全
確
認
の
た
め
、
水
道
法
に

基
づ
き
毎
月
定
期
的
に
行
う
水
質
検
査
に
つ
い

て
、
同
法
規
則
に
よ
り
、
新
年
度
の
「
水
質
検

査
計
画
」
を
作
成
し
、
需
要
者
へ
公
表
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
従
い
、
水
道
課

で
は
「
平
成
18
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を
作
成

し
３
月
20
日
に
公
表
し
ま
す
。

　

閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
下
木
庁
舎

水
道
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
簡
易

水
道
に
つ
い
て
は
各
総
合
支
所
建
設
課
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

水
道
課　
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荻
総
合
支
所
建
設
課

　

久
住
総
合
支
所
建
設
課

　

直
入
総
合
支
所
建
設
課

  

求　

人

◇
土
木
技
術
者
１
人
20
〜
40
歳
15
〜
25
万
◇
土

木
技
術
士
３
人
20
〜
40
歳
22
〜
33
万
◇
建
設
業

技
術
１
人
25
〜
40
歳
17
〜
35
万
◇
正
・
准
看
護

師
２
人
18
〜
40
歳
16
〜
25
万
◇
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

１
人
18
〜
40
歳
14
・
３
〜
17
・
４
万
◇
歯
科
衛

生
士
１
人
18
〜
40
歳
15
〜
18
万
◇
作
業
療
法
士

１
人
年
齢
不
問
24
・
３
〜
29
・
３
万
◇
保
健

師
１
人
年
齢
不
問
13
万
◇
保
育
士
２
人
20
〜

50
才
12
・
３
万
◇
介
護
業
務
２
人
年
齢
不
問
12

万
◇
総
務
・
経
理
１
人
25
〜
30
歳
18
〜
23
万
◇

接
客
・
雑
用
３
人
年
齢
不
問
13
〜
20
万
◇
ス

ー
パ
ー
販
売
員
１
人
18
〜
45
歳
12
・
５
万
◇
営

業
１
人
25
〜
40
歳
20
〜
25
万
◇
カ
ウ
ン
タ
ー
１

人
18
〜
35
歳
18
・
５
万
◇
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１

人
22
〜
45
歳
18
・
４
〜
19
・
５
万
◇
自
動
車
整

備
士
２
人
18
〜
40
歳
13
〜
25
万
◇
印
刷
仕
上
げ

工
１
人
18
〜
35
歳
12
〜
14
万
◇
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配
達

員
１
人
18
〜
35
歳
14
〜
26
万
◇
園
芸
作
業
員
２

人
年
齢
不
問
13
〜
17
万
◇
作
業
員
１
人
18
〜
30

歳
12
・
５
万
◇
土
木
作
業
員
２
人
年
齢
不
問

18
・
２
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室
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竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
は
、
経
営
改
善

を
図
る
た
め
、
１
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
を

定
休
日
に
、
ま
た
、
２
月
か
ら
は
開
館
時

間
を
午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
自
噴
し
て
い

ま
す
温
泉
を
各
種
浴
槽
に
百
パ
ー
セ
ン
ト

活
用
し
、
加
水
の
心
配
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、
運
動
（
歩
行
）
浴
は
約
31
度

の
適
温
を
保
つ
た
め
、
井
水
で
温
度
を
下

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
温
泉
館
で

は
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
還
元
水
浴

は
、
そ
の
効
能
面
か
ら
井
水
を
用
い
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
温
泉
館
と
な
る
よ
う
心
新
た
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

飲
食
部
門
の
テ
ナ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す
！

　

当
館
の
施
設
や
設
備
を
利
用
し
て
飲
食

部
門
の
展
開
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

　

お
問
い
合
せ
や
お
申
し
込
み
は
、

３
月
15
日
ま
で
に

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
へ
。
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たけたん情報 平成18年3月号 ❽

アナログテレビ放送終了までのスケジュール

2003年12月 2006年 2011年

地上デジタルテレビ放送

アナログテレビ放送
2011年
7月24日
放送終了

関東・中京・近畿の三大都市圏の一部から
サービス提供開始

2006年末までに全国県庁所在地で
順次放送を開始

地上デジタルテレビ放送の
受信に関するご相談、お問い合わせは

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

（社）地上デジタル放送推進協会 D-PA ホームページアドレス

電話：0570-07-0101
http://www.d-pa.org/

現行の地上アナログテレビ放送は、
平成23（2011）年7月24日に終了します。
　大分県は、平成 18年 12月までに十文字原から大分市・別府市等に向けてデジタ
ル放送を開始します。竹田市では、三重中継局が平成 19年に、三宅山中継局が平成
20年にデジタル放送を開始される予定です。

  地上デジタルテレビ放送を視聴するには？
◇テレビを買い換える　…　地上デジタル放送対応テレビを購入すれば、ハイビジョンの高画質やデータ放送等
　のデジタル機能を楽しむことができます。
◇デジタルチューナーを買い足す　…　デジタルチューナーを買い足せば現在使用しているアナログテレビで地
　上デジタルテレビ放送を視聴することができます。
　※機能が制限されます。
◇ケーブルテレビで視聴する　…　ケーブルテレビを経由して、現在使用しているアナログテレビで地上デジタ
　ルテレビ放送を視聴することができる場合があります。
　※ケーブルテレビ会社により制限がある場合があります。

  よくある質問
Ｑ　アナログとデジタルの違いはなんですか？
Ａ　映像や音声を０と１のデジタル信号に置き換えて送信することがデジタル方式です。アナログ方式と比べて
　　高品質な映像と音声を、たとえば移動中も受信することができます。
Ｑ　地上デジタルテレビ放送でも、今のアンテナはそのまま使えますか？
Ａ　地上デジタルテレビ放送は、ＵＨＦアンテナで受信できます。現在お使いのアンテナが、このチャンネルに
　　対応していれば、そのまま受信できます。対応していない場合は、地上デジタルテレビ放送受信用アンテナ
　　に交換する必要があります。また、デジタル放送の送信搭が地上アナログ放送と同じ方向の場合は、そのま
　　ま地上デジタルテレビ放送を受信できますが、送信塔の方向が違う場合は、もう一本地上デジタル放送用の
　　ＵＨＦアンテナを立てる必要があります。

　現在、店頭ではこのようなシー
ルが、アナログチューナーのみ搭
載しているテレビに貼り付けられ
ています。アナログテレビ放送の
終了以降、このテレビを利用する
には次のような対応が必要です。

2011年
アナログテレビ放送終了
地上デジタル放送をご覧いただくに
は専用チューナーが必要となります。

　　　　　　　　　総務省

 

デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
に
伴
う
放
送
障
害

　

平
成
18
年
３
月
か
ら
四
国
松
山
地
域
で
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
試
験
電
波
が
発
射
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
一
部
が
三
重
中
継
局
（
ハ
イ
タ
テ

山
）
の
大
分
朝
日
放
送
の
周
波
数
（
21
ｃ
ｈ
）

と
重
な
る
た
め
、
こ
の
周
波
数
を
受
信
し
て

い
る
久
住
地
域
、
荻
地
域
、
菅
生
地
区
等
で
、

映
像
が
「
ザ
ラ
ザ
ラ
」
に
な
る
症
状
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、
大

分
地
域
受
信
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
影
響
の
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
、
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
腕
章
を
着

用
し
た
対
策
員
が
訪
問
し
、
症
状
等
を
確
認

し
て
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

※
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

　

対
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
よ
る
障
害
の
対
策
で
お

　

金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
詐
欺
で

　

す
の
で
、
警
察
も
し
く
は
大
分
地
域
受
信

　

対
策
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

大
分
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
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０‒
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０‒
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０‒
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※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈬ ・第 8回岡藩城下町雛祭り（21日まで／城下町界隈）　・心の悩み無料相談会 10:00 ～ 20:00（竹田直入地方振興局会議室）　・「雛人形と古布ちりめん細工コレクション」（21日まで／竹田市
観交情報センター）・防火パレード 9:50 ～（竹田市役所本庁舎前スタート）　・平成 18年春季全国火災予防運動（7日まで）　・全国山火事予防運動（7日まで）　・車両火災予防運動（7日まで）

2 ㈭ ・高等学校卒業式
・竹田温泉花水月休館日

3 ㈮ ・中学校卒業式　・町と村を結ぶ民工芸展（5日まで／城下町界隈）
・耳の日

4 ㈯ ・「第 2回商店街軒先（吊下げ）竹・オブジェ」コンクール審査発表
・竹田歩こう会「大山梅園見学」9:00 竹田温泉花水月前集合

5 ㈰ ・竹田方面隊林野火災防禦訓練 6:30 ～（荻迫）　・荻方面隊模擬火災訓練　・第 19回岡の里名水マラソン大会 10:00 ～スタート　・子供茶道教室お茶会 10:00 ～ 12:00（旧竹田荘）　・第 8回岡藩城下
町雛祭りひいなあそび 13:00 ～ 15:00（古町商店街）　・扇森稲荷神社初午大祭（7日まで）　・刈小野地区野焼き・第 123 回入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）

6 ㈪ ・民事介入暴力集中相談所 10:00 ～ 16:00（コンパルホール 3階 301 会議室〔大分市〕）
・荻の里温泉休館日

7 ㈫ ・久住保育所防火パレード 10:00 ～（竹田交通久住車庫前スタート）　・「ちびっこ探検学校ヨロン島」応募〆切（先着順）
・消防記念日

8 ㈬ ・平成 17年度銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00
　（県総合庁舎 6階 61会議室（大分県庁））

9 ㈭ ・竹田市農業委員会委員選挙人名簿縦覧期限（竹田市選挙管理委員会事務局）
・竹田温泉花水月休館日

10㈮ ・農山漁村女性の日

11㈯ ・稲葉川現況視察（雨天中止）9:00 ～ 10:00（竹田温泉花水月駐車場出発）　・稲葉川学習会及び受賞報告会 10:30 ～ 12:30（竹田商工会館 2階ホール）
・平成 17年度生涯学習まつり 12:20 ～ 15:40（竹田市文化会館）

12㈰ ・第 14回 B&G会長杯争奪バレーボール大会 9:00 ～（竹田市B&G直入海洋センター体育館）
・乳がん県民セミナー 12:00 ～ 15:30（大分県消費生活・男女共同参画プラザ「アイネス」2階〔大分市〕）

13㈪ ・荻の里温泉休業日

14㈫ ・県病健康教室「末梢血管疾患について」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂）

15㈬ ・社会保険相談所 (年金相談 )10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・平成 17年分所得税の確定申告期限

竹田市社会福祉協議会相談日
・一般相談（7・14・28日）9:00 ～ 13:00
・法律相談（10日）13:00 ～ 16:00　※要予約

久住地域原野火入れ（野焼き）
・久住地区・白丹地区　3月   5 日㈰　予備日   7 日㈫
・都野地区　　　　　　3月 12日㈰　予備日 14日㈫
※この他、2月中旬から 4月上旬にかけて、各牧野等
で火入れが行われます。



※可燃ごみ・不燃ごみ・廃プラごみ・資源ごみ・古紙収集日
　→22日㈬

16㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）　・竹田市観光ツーリズム協会設立総会 11:00 ～（竹田市文化会館）
・竹田温泉花水月休館日

17㈮ ・子育て交流会 10:00 ～ 14:30（直入中央公民館）・市営住宅・県営住宅・特定公共賃貸住宅入居者募集〆切（建設課・各総合支所建設課）
・青少年の日

18㈯ ・ぐるっとくじゅうシンポジウム 13:00 ～ 17:00（くじゅうサンホール）

19㈰ ・家庭の日

20㈪ ・竹田市立幼稚園卒園式（竹田・南部・直入）　・竹田市歩こう会総会　・「平成 18年度水質検査計画」公表日（水道課）　・大分県運転免許センター
移転オープン（大分市松岡）　・荻の里温泉休館日

21㈫ ・第 8回岡藩城下町雛祭り流し雛 14:00 ～（JR豊後竹田駅前稲葉川河川敷）
・春分の日

22㈬ ・小学校卒業式（竹田・岡本・明治・豊岡・城原・荻・白丹・都野・長湯）　・市営住宅・県営住宅・特定公共賃貸住宅入居者抽選 9:30 ～（本庁舎
３階会議室）　・市民ギャラリー水琴館休館日　・国連水の日

23㈭ ・小学校卒業式（南部・祖峰・菅生・宮城台・久住・下竹田）
・竹田温泉花水月休館日　・市民ギャラリー水琴館休館日　・世界気象デー

24㈮ ・世界結核デー

25㈯
26㈰ ・自動車事故・新規創業等に関する無料相談会 10:00 ～ 17:00（竹田市文化会館小会議室）

・第 10回「てづくり音楽会」13:30 ～ 15:30（直入教育会館 2階ホール〈竹田温泉花水月横〉）

27㈪ ・家族協定調印式 14:00 ～（本庁舎 3階会議室）
・介護相談（保険課介護係）

28㈫
29㈬
30㈭ ・竹田温泉花水月休館日

31㈮ ・ディケイタ、メンフィス渡航民間大使応募〆切（フレンドシップフォース大分）・戦没者等の妻に対する特別給付金請求期限（福祉事務所）
・「道路ふれあい月間」推進標語応募〆切（必着）

特記事項
・その他

・岡城桜まつり（4月 2日／城下町界隈・岡城跡）　・別府アルゲリッチ音楽祭地域拠点コンサート「タンゴ・ナイト」（4月 24日／竹田市文化会館）　・冬の省エネキャ
ンペーン（12月 1日～ 3月 31日）　・平成 17年分の所得税と贈与税、個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告　・緑の募金（1月 15日～ 5月 31日）

陽目の里名水茶屋は、3月中旬
まで休業します。

・竹田市歴史資料館及び市民
　ギャラリー水琴館の通常の
　休館日は月曜日（月曜日が
　祝日の場合は開館）と祝日
　の翌日です。

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100




